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ごあいさつ

平成 19年度の第 4回企画展として 「立正大学のあゆみ」を開催いたします。

立正大学はその淵源を下総国飯高郷 (場千葉県匝瑳市飯高)に所在した飯高檀林に求めることが出

来ます。天正 8(1580)年 に日蓮宗の教育・研究機関として創設された飯高檀林は、明治 8(1875)

年の廃上に至るまでの 295年 間、関東に置かれた人檀林の中の大檀林として多くの学僧の教育を

行い、社会教化 ・仏教文化の興隆などに活躍した数多くの人材を輩出してきました。そして、明治

5(1872)年 8月 に芝二本榎の承教寺 (現港区高輪2丁目)の 境内に 「日蓮宗小教院J力 設`置され、

飯高檀林の理念と伝統を継承し、立正大学の前身として新たな出発を果しました。

その後、明治 37(1904)年 に専門学校令による「日蓮宗大学林」を大崎に設立し、大正 13(1924)

年 5月 17日 に大学令による 「立正大学」の設立認可を受け、今日の立正大学へと受け継がれまし

た。昭和 42(1967)年 には新たに熊谷キャンパスを開校し、現在 8学部 14学科 7研 究科からな

る総合大学と発展しています。

立正大学は今年、二本榎の承教寺に日蓮宗小教院が設置されてから 135周 年を迎えます。平成

19年 から熊谷キャンパス再開発事業が、また大崎キャンパスでも順次施設の増改築が進み新たな

転換期を迎えています。そこで、今回の企画展では、立正大学の歴史を振り返り、どのような過程

をあゆんできたのかを確認し、あるべき立正大学の将来像を考える機会にしたいと思います。

平成 19年 7月 館長 池上 悟
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中 …石橋灌山先生 (第16代宰長)

下 現在の大崎キャンパス

例言
( 1 )この図録は鶉戎 19(2007 )年 7月 2曰 (月)か ら7月 29日 (口)に かけて開催する第4回 企画展 f立正大学のあゆ

みJの 展示図録として作成した。
(2)こ の図録の編集 作成は、館長の指示により内口勇樹 (博物館学芸員)力 担`当した。
(3)展示資料については 立正大学学国の全面的な協力を得た。
(4)企 画展開催にあたつて 特に参考にした文献は以下の通りである

発祥四百年 企画編集委員会編 『立正大学発祥四百年誌』立正大学同窓会 (1980年)

大学史編集委員会 『立正大学の 120年』学校法人 立正大学学国 (1992年)

立正大学史編集委員会編 『立正大学史資料集』第 1集 立正大学学国企画広報室 (大学史編集室)(1995年 )



1立 正大学史

立正大学はそのllH源を飯高

檀林に求めることが出来ます。

飯高檀林は、天正 8(1580)

年に日蓮宗僧侶の教育 研究

機関として下総国飯高郷 (現

千葉県匝瑳市飯高)に 創設され

ました。壇林とは、梅檀林の

略で、僧侶の集 りを栴檀 (ピ

ャクダンの異称。センダン科の落

案高木)の 林にたとえ、仏教に

おける学問所のことをいいま

す。そして、295年 間、諸檀

林のなかでも最高所として多

くの学僧を世に送り出してき

ましたが、明治維新によつて

近代教育に移るなかその社会

的役割を終え、明治 8118751

年に廃檀となりました。

日蓮宗では、明治 511872)

年 8月 に従来の諸檀林廃上の

通達を出し、東京の芝、二本

榎 の承教寺に 日蓮宗小教院

〈のちに宗教院と改称)を 設置

し、諸宗に先駆け一宗独立の

教育機関を創設しました。こ

の明治 5年 をもつて立正大学

の創立とし、現在 135周 年を

迎えています。その後、明治

37(1904)年 、品川東大崎の

地に 3,000余 坪の土地を購入

し、日蓮宗大学林として新た

な出発を迎えます。そして、

大正 13(1924)年 5月 17日 、

大学令に依る 「立正大学Jの

認可がお り、同時に財団法人

立正大学・同学則も認可され、

これにより、専F日学校令によ

る日蓮宗僧侶の教育機関であ

つた大学から一般学生も受け

入れるようになりました。こ

の時の組lelは、研究科・学部

予科の 3科 に分け、学部を宗

教学 哲学 社会学 ・史学 ・

文学の 5科 とし、修学年限を

予科 3年 、研究科 学部は 3

年号 立 正 大 学 略 史
年
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明治 8 (1875)年

明治 37(1904)年

明治 40(1907)年

大工 13 (1924)年

末工 14 (1925)年

昭和 22(1947)年

昭和 24 (1949)年

昭和 25(1950)年

昭和 26 (1951)年

昭和 27(1952)年

昭和 41(1966)年

昭和 42 (1967)年

昭和 06 (1981)年

昭和 62 (1987)年

昭和 63(1988)年

平成 4 (1992)年

平成 6(1994)年

平成 3 (1996)年

平成 9 (1997)年

平成 10 (1998)年

平成 12 (2000)年

平成 14 (2002)年

平成 16(2004)年

平成 19 (2007)年

下総国飯高郷 (千葉県匝瑳市飯高)に 日蓮宗僧侶の教

育 研究機関として飯高檀林を倉1設する。
8月 6日 教導職制度制定ならびに神仏合併大教院設

立に伴い 日蓮宗小数院を東京芝二本榎(東京都港区

高輪 2丁 目)に設立

飯高檀林廃止

専門学校令による日蓮宗大学林設立

大崎キャンパス設立

日蓮宗大学と改称

大学令による立正大学を設立

文学部 (宗教学科 哲学科 社会学科 史学科 文学

科)及 び予科 研究料を設置
曰蓮宗大学を立正大学専門部と改称

宗教科 国語漢文科 歴史地理科設置

文学部に地理学科増設

学校教育法により新制立正大学となる

仏教学部 (仏教学科 宗学科)、文学部 (哲学科 史

学科 国文科 社会学科 地理学科)設 置

文学部に英文科増設

経済学部、短期大学部設置

私立学校法により学校法人立正大学学園 (立正大学

同短期大学部 立正高等学校 立正中学校)に 改組

大学院文学研究科設置
石橋湛山、第 16代 学長に就任
短期大学部商経科、熊谷キャンパスに移設する

経営学部設置

熊谷キャンパス閉設

法学部設置
大崎キャンパス再開発起工

大学院経済学研究科設置

開校 120周 年
大崎キャンパス再開発竣工

大学院法学研究科設置
昼夜開.IFHll 夜問主コース開設

社会福祉学部 (社会福祉学科 人間福t■学科)設 置
ユニデンス (熊谷学生察)竣 工

地球環境科学部 (環寛システム学科 地理学科)設 置

大学院経営学研究科設置
大学院地球環境科学研究科設置

大学院社会福祉学研究科設置

開技 130周 年
き理学部 (臨床心理学科)設 置

総合学術情報センター竣工

大学院心理学研究科設置

大崎 熊谷とも4年 間一貫教育完成

大崎キャンパスリニューアルエ事完成

熊谷キャンパス、 リニューアルエ事開始

年以上としました。また、翌 14(1925)年には旧日蓮宗大学を立正大学専門部とする認可を受け、

宗教科 ・国語漢文科 ・歴史地理科の3科 を修学年限 3年 として設置しました。
こうして、「立正大学」として新たな発足をし、近代教育が行われていくようになりました。



2 日蓮宗大学林の設立について

安中尚史 (仏教学部准教授)

立正大学の淵源をたずねると、近世初頭に設立された日蓮宗の檀林にまで遡ることができる。天

正年間(16世紀末)からおよそ 100年 のあいだに、仏教を教育・研究する機関として、下総 (現在の

千葉県)と京都を中心に設立された檀林は、近世における日蓮宗の発展に大きく寄与した。しかし、

明治維新という大きな改革によつて、その歴史に幕が閉じられ、機能は別に移されていつた。

近代的な統一国家の形成をめざして神道の国教化をはかつた政府は、神仏分離令をはじめとして

様々な宗教行政を実行した。明治 5(1872)年、政府は神道国教化政策の推進役である教導職を養成

するために、大教院を東京に設立し神職と僧侶をここに組み込んでいつた。日蓮宗の近代的な教育

機関の始まりもこの頃に認められ、同年 8月 に東京芝二本榎 (現在の港区高輪)の承教寺に小教院 (後

に宗教院)と いう名称で設立され、その後、甲府 。身延 =沢 ・小日原 川口などに置かれた。 し

かし、本来の教育機関としての機能が充分に発揮されるには、少し時間が必要であつた。

明治 8年 5月 、政府が宗教政策を転換して神仏合併大教院を廃止すると、仏教各宗派は本格的な

教育機関の設立に着手し、日蓮宗においても例外ではなかつた。それまであった東京の宗教院を日

蓮宗大教院と改め、教育制度の整備と教育機関の充実がはかられることになった。同年 6月 、「第

一次本山会議Jに おいて全国を9教 区に分け、第 1教 区の東京芝二本榎の承教寺に大教院を置き、

ほか東京 (池■)、静岡、山梨、愛知、京都、大阪、同山、熊本、新潟にそれぞれ中教院の設置を計

画し、その他の地域には希望により小教院を置くなど、段階的な教育体制の確立がはかられた。

その後、明治 16(1883)年 8月 には学科の改正が行われ、翌 17年 8月 11日 をもつて政府の教

導職制度が廃止されたのを機会に、9月 12日 付で日蓮宗においても教育制度の改革がなされた。

この時行われた 「第二次本山会議Jで は、全国を 12教 区に分け第 1教 区の芝二本榎に大檀林、第

1教 区の池上、第 3教 区の甲府、第 5教 区の京都に大檀支林を、中檀林が置かれていた教区にはそ

れぞれ檀林を、そのほかの地域には宗学林が設置された。明治 19(1886)年 5月 には、時代の要

請に応じて学科改正が行われ、大檀林に普通学科が設置され、英語、数学、物理などがカリキュラ

ムに加わつた。その後、明治 25(1892)年 には大檀林に予科が設けられ、予科生に対して普通学

科日の履修が除外された。明治 28(1895)年 に教育制度の改正に伴い、全国を3大 学区12教 区に

分け、大檀林を芝二本榎、中檀林を池上、甲府、京都の3大学区に、小檀ホを 12教 区にそれぞれ

設置した。
明治 36(1903)年 6月 、「曰蓮宗第二次臨時宗会」は教育機関の統一をもつて、教育改革と定め、

1大檀林と3中 檀ホを合併して 1大学林とし、小檀林を全廃する旨を決議した。さらに、政府の「専

門学校令J公布による高等教育機関の拡充がはかられようとする中にあつて、日蓮宗大学林の設立

をこの法令に基づく教育機関として位置づけることが決められていつた。

現在、立正大学大崎校舎の建つ地に日蓮宗大学林が開設された理由のひとつに、明治 3411901)

年 3月 9日 に池上本門寺で起こった火災がある。先述の通り第 1学 区中檀林は池上本門寺に置か

れていたが、本門寺の火災によつて教場 寄宿舎 ・教場設備及び参考書など全てを失つた。その復

興処置等をめぐって同月 16日 、第 1学 区内学務委員 ・教区内録司は池上本行寺に集まり、話し合

いがもたれた。さらに6月 には小伝馬町の祖師堂で開かれた 「宗会Jに おいて中檀林復興のための

善後策が講じられたり、7月 から9月 にかけても同様の会議が幾たびも開催された。

そのような中で議論に多くの時間が費やされたのは、建設等に関わる経費の問題であつた。会議

の準備を整える段階において 2種類の案が出されていた。第 1案 として雑司が谷法明寺境内、もし

くは池上大坊所有地を借地として利用するものと、第2案 として二本榎大久保侯爵の所有地を購入

するものであった く第1案 12,966円 第2案 38,600円)。結果、第 2案 の土地を購入して建設する案

が採択され、さらに資金を捻出するにあたり、日宗火災保険会社の協力を得ることが決定されたの

である。この日宗火災保険会社は、 日蓮宗信徒で日宗生命保険会社社主河合芳次郎が明治 34年 に

設立した会社で、この会社の株券を購入してもらうことによつて、日宗火災保険会社が中檀林に対

して資金を貸し付けるという方法がとられた。しかし、当初予定していた大久保侯爵所有地は 「竹

薮の凹ちを添えたるものにて甚だ思はしからずJと いうような理由から購入が中止され、小石川区

音羽町、本郷区林町、荏原郡大崎、同目黒、赤羽停車場付近稲付村など敷地の選定が始まり、土地



[[言i罪な憂im禁[[[評メは:L焼
驚敵甜理70轟ζ『準機f

l更や敷地道路の交渉談判などといった事情により、
実際に建設が始まったのは同年 11月 からであった。
このように第 1学 区中檀林が池上から大崎の地に移り建設される中で、日蓮宗の教育制度 機関

i籍醜i〔i鷺i羅」ぽ藷i:0櫻警敵i簡殷冬縣子
'決
定されたことにある。またこの頃、日宗青年同

志会という組織が、教育制度の刷新をはかるための改正教育案が発表されていた。 しかし、明治
34年 6月 7日 から18日 まで開催された 「宗会Jで は、教育制度の改正に多くの意見が出されはじ
たが、中檀林復興のための善後策と相俣って結論には達し得なかった。その後も幾度となく議論が
たたかわされるものの、容易に解決することはなかったが、明治 86(19o3)年 6月 9日 から15日
にわたって開催された 「宗会Jに おいて結論を見た。

::[:[ネi[i::[:13][li3]力#ifi:与[趙]::][『]:の地に7/uてられる新たな学舎をもつて結実を果た
した。ちなみに本学の倉1立記念 日が 6月 15日 に定められたのは、この明治 36年 6月 15日 に閉じ
られた 「宗会」をもつて、大崎の地に大学林設立が決定されたことにあるようだ。

林亀繰象をは埠誤辱li;9」]:fTttL軍亀醐奪乳箋j登ゑ労哭菫fTLil[『場1〒露歪言
薄↑隻蝙薯≧繁雰[[ξTTll聾青疑曇f誉島扇機関として手続きがとられ、明治37年4月2日,ヒ。
日蓮宗大学林に限らず、明治 86年 に定められた 「専門学校令」に基づいて設立認可された教育
機関は、そのどれもが 「大学」といぅ名称を用いていた。この頃の正規の 「大学Jと は東京帝国大
学をはじめとする官立のみで、宗教関係の学校に限らず、私立の 「大学」は大学の名称を使用 して
いても専門学校の枠の中に甘んじていた。しかし当時の専門学校の中には、その内容が官立大学に
対 して何ら遜色はなく、むしろ官立大学よりもすぐれていたものもあり、私立大学のあいだには進
んで官立同様の大学となるべき働きかけをするか、専門学校の枠を越えずに現状を維持するか、という問題が生 じてきたのであった。
政府も官立大学だけでは、益々増大しようとする大学志願者の受け入れが困難になり、大学の予

』詈iきi;う言[8:ξ書嘗:『「Jliagittfiffil:][::貫:i
多くを必要とせず、それよりも大学と称 している専Fl学校の修学年限を短縮することによって、社
会の要求する人物を造 り、入学難を緩和するほうが当時の社会的情勢に適応 した教育策であると考
えた。

明治 40(19o7)年 、日蓮宗大学林は学則の変更とともに日蓮宗大学と改称した。さらに創立 lo
周年をむかえた大正 2(1913)年 に、教育制度の帰1新をはかるために日蓮宗内に教育制度調査会が
設けられ、大正 5(1916)年 に修学年限などが見直された。その後、火災による校舎等の焼失によ
つて大学移転問麓が起こり、大正 7(1918)年 に発令された大学令と相侯って、日蓮宗大学内に大
きなF.l題を投げかけることになるのであった。結果的には元の場所に校舎を新築することで移転は
無くなり、さらには教育研究機関としての内容の充実はもちろん、官立大学と同等の待遇と社会的
評価の向上とともに、他宗派に遅れをとらないためという理由もあつて、大学令に基づく教育機関の設立に着手したのである。
かくして大学令発布から足掛け 6年 の歳月を経て、大正 13(1924)年 、立正大学と名称をあら
ため、文学部 (宗教科 哲学科 史学科 国文科 社会学科)・予科 研究科を擁 して新たな 一歩を踏
み出したのであった。



3立 正大学校歌について

山下正治 〈文学部教Ю

立正大学校歌については 「立正大学校歌の周辺」(『LOTUS』 第14号 1980

年)で 詳しく述べたことがある。「『立正大学 専,1部宗教部第 1回卒業記念』
アルバム (昭和3年 3月)に 校歌が載つているが、これには作詞作山者の名は

ない。次いて 『第 3回  記念写真帖 立正大学高等師範科 国語漠文科』(昭

和5年 3月)の ものに、はじめて 「境野正先生作歌 室崎琴月氏作曲Jと 、作

詞者 ・作曲者の名まえが出てきている。現在、学生手帳その他のところで校

歌が紹介され、作詞者 作山者の名まえが紹介されているのは、この第 3回

卒業アルバムの記事に由るものである。また琴月氏が長く保管されていたパ

ンフレットがあり、大正 13年 6月 15日 より4日間、盛大におこなわれた「昇

格と新築落成及び倉1立十年祝賀会」の際に配布されたものと確認できる。こ

の祝賀会については 「大崎学報」66号 (大正14年4月)に 詳しい。そして、
このときから 「立正大学校歌」として、全教職員、学生が親しんできたので

あった。「立正大学」という名称のもとに校歌が制定されたのは、大正 13年

のことであり、6月 15日の昇格記念祝賀会の日をもつて為されたとして、ほ

ぼ間違いなさそうである。現在、大学の学年暦等には、6月 15日は創立記念

日と定められているが、これは、明治37年 に設立が決定された日であり、昇

格の祝賀も、その日に因んだものであった。

室崎琴月氏は、「ぎんぎんぎらぎら夕日が沈む……」で広く親しまれている

童謡 「夕日」の作曲で知られ、明治 24年 2月 20日 、富山県高岡市木船町に

生まれ、東京音楽学校 (現東京芸大)本 科ピアノ科で学ばれ、卒業後の大正

8年 中央音楽学校校長となり、この頃から立正中学へ音楽教師として出講さ

れたといわれている。

境野正氏は、明治 11年 1月 、熊本県天草郡天草町大江に生まれ、明治 33

年 7 Jl第五高等学校 (熊本)卒 業後、東京大学国文学科に学ばれ、卒業後明治 87年 4月 から立正

大学へ出講されている。専F3分野は、源氏物語を中心に伊勢物語など平安期のものであり、他に歌

論や俳論も学ばれていた。
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作由者 室崎琴月氏

作詩者 境野正氏



4立 正大学のあゆみ

人1:13年 に 「立正大学」として新たな出発を果たしまし

たが 時代は日Fi 日露戦争 太平洋戦争へとrlき 講義の

中に ,ヽ“軍→
'教
初:"と して大正 14年 より中竿程度以 Lの男

子学校|二「|IJ現役将校をLIL属して行われたコJJ」に関する訓制t

も入れられようになりました。その後、戦llが厳 しくなると

立iL大学の学生もlltt"r電機 赤羽兵器廠 立川飛行場 サ,島

・・需 1場年に動員されました.

昭和 18年 9'l、 東条内閣は理科系 教「l養成系以外の大

'F 高専在学生σ)徴兵猶予を停J=(lo月 公40 10月 21日 に

は明治|1官夕ヽ苑競技場で出陣学従

'1行

会が行われ、12月 1

第 1回 学徒兵が入営 しました。1″和 20年 8'115  終戦

をむかえると 経済状沙tの不安定の中 ‖

“

和 24年 には新詢|

立正大学の設置認・rを受け、仏教学剖
'Cit十
ⅢI 仏教学rい

文学書

““

1'Irl 史学科 |口文キII II会'lrl)を設諄1しました.

翌年 文学部共文亨千1を増設 経済学部を設 置し 12月 大学

令の廃正によつてに制立二人学文学部が廃lLになりました。

1″和 26年 2月 には財団法人立Ii大学を改め、学校法人立11

大学学同 (立1:大学 11短
"大
学 l・ 立J「l キヽ学校 立Ⅲ ⅢⅢ枝経

■)と して糸旺縦変更の認可を受けました。また、3月 には専

門学校令の廃上にともない立 に大学専P]部を廃 卜し そして

4月 に立正大学大学「u文字研究r ttI:課程の設に1の認口,を受

け、総合大学への 歩を踏み出しました.

1召和 30年 代後半になると 第 1次 ベビープームや IL学率

L夕|などで大崎校舎だけでは手狭になる1■ど学生数が増加し、

新たに熊谷校舎の建設が始まりました。昭和 40111月 から

第 1"工 事が始まり、第 3畑 工■を経て昭和 41年 にF_卿大

学部有経科が移設され 昭和 42年 4り1に熊谷校舎において

第 111入 学式が行われ 立正大学の新キャンパスがスター ト

しました。

'1行

・
｀
イ
/●
´

イ|`寿澤

壼
各
％

出兵日章旗

占|“ 氏 (立正人IⅢ‖¬■in,範「|

II“161l121■)は  アヽ正大サll物館

l Fr蔵である11文文化資料 (lJ‖

“

コレ

クサo力 をお11された力で |=I・
`IIから=1学 研究を推

'1さ
i■て来ら

れた この llは 古‖

“

lrが11●17

● 2月 にlt rイ 歩兵第 42■ 隊 (`↓1■

に入11される際に

`よ

1界の著名な

人々 (lt r‖〕i人 後■●  ‖り
`" 
撃

■■  11良
",t 

へ幅 日 1■●71男た

ビ16名)に よつて寄せ|:きがなされた

t,のである

|ロ

軍事教練の練習の様子

旧図書館号館



旧校旗

第 16代学長

石橋湛山

石橋湛山先生は昭■1

27年 から昭l143年 まで
の 16年 間という長期に

わたり 立正大学学長を

努められました。
「日本のケインズJと 称

された石trl泄口先生は

立iE大学の総合大学化

を目指し 建子の精神を

よりわか りやすく具現

化されました。また、当
‖Ⅲ開設されたばか りの

経済学部の強イヒを図ら

れました。石|1先生は生

涯にわた り自山主義 と

現在立工大学は 135周年を迎え 大崎 |ヒ谷

とも4午 問一貫教育になりました.熊谷キャン
パスの再開発事業が始まり 大崎キャンパスも

順次lL設の増改築がlLみ 新たな転換期を迎え

て, まヽす。

8学 部 14学 科 7研 究r4からなる総合大学ヘ

と発展し、様々な分野で活躍する人材を輩出し

ています。

民主主義に基づいて ジャーナリストとしても絶えず時代をリー

ドする健筆をふるつてこられました。そしてlll千131年 に第 55代

内閣総理大臣に就任され 日中 日ン相有1の国交口彼のために自
ら先頭に立ち 熱心に行動されました。 しかし体調不良のためわ

ずか 6う口という短い期間で自ら辞職されました。

第 4回 企画展 立正大学のあゆみ

編集 発行 立正大学博物館
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